
北木島の特色ある北木石や海といった自然資源を利用した体験学習の提供や地域住民と
の交流を通じて，青少年の健全育成を図るとともに，笠岡諸島の活性化に貢献するため，
北木島宿泊研修所の運営費用に活用させていただきました。令和４年度の延べ利用者数は
新型コロナウイルス感染症の影響により低迷していた前年度から回復し，670 名（前年度
比 66％増）となりました。引き続き，少しでも多くの子ども達に笑顔になってもらえる
よう努めてまいります。

２ 笠岡諸島に関する事業

実 施 事 業 北木島宿泊研修事業（生涯学習課）

総 事 業 費 5,045,158 円

ふるさと納税充当額 2,758,287 円



ＮＰＯ法人かさおか島づくり海社との協働により，笠岡諸島で暮らす方々の支援を行う
「島の暮らしサポート」，交流人口の増加を目的とする「島の交流サポート」，島民の人材
育成や島ならではの実習を行う「島の学びサポート」，各島の特産品開発や紹介を行う「島
の産業サポート」を通じて，笠岡諸島の活性化を図っています。

離島航路の運航によって生じる欠損額に対して補助金を支出する。

島しょ部に住所を有する 70 歳以上の所得税非課税世帯の高齢者で，月に 1回以上通院
をする人が対象です。通院して島に帰る際の高速船を除く，普通旅客船運賃を無料にする
チケットを年に 24 枚発行します。

令和 4年度申請者数は 288 人で，助成金額は 1,988,210 円でした。

実 施 事 業 離島振興事業（企画政策課）

総 事 業 費 10,950,000 円

ふるさと納税充当額 3,500,000 円

実 施 事 業 離島航路維持補助金（企画政策課）

総 事 業 費 26,761,847 円

ふるさと納税充当額 3,000,000 円

実 施 事 業 島しょ部高齢者通院交通費助成事業（長寿支援課）

総 事 業 費 1,988,210 円

ふるさと納税充当額 1,000,000 円



島しょ部に暮らす小中学生に対して，居住する島から本土間の移動に係る定期船の運賃
を補助することで，陸地部に暮らす小中学生と同様に団体スポーツ活動や各種習い事，学
習塾等の課外学習への参加の機会均等を図っています。

交通機関空白地である過疎地域における地域住民の生活交通の確保を図るため，平成１
８年１０月から笠岡市北木島において，ＮＰＯ法人かさおか島づくり海社が交通空白地有
償運送を行っています。
島内唯一の公共交通機関として，島民に親しまれ，特に高齢者の方に大変喜ばれていま

す。笠岡市では，同運送事業に欠損が生じた場合に，運送主体に対して補助金を支出して
います。

【利用実績】
2022 年（令和 4年） 3,726 人

実 施 事 業 離島小中学生交通費支援事業（企画政策課）

総 事 業 費 171,380 円

ふるさと納税充当額 171,380 円

実 施 事 業 交通空白地有償運送維持補助金（企画政策課）

総 事 業 費 2,855,685 円

ふるさと納税充当額 1,000,000 円


